
団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 176.0 ％） （達成度 110.0 ％） Ａ Ａ
①上げる②現

状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 101.5 ％） （達成度 93.8 ％） Ａ Ａ
①上げる②下

げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.7 ％） （達成度 160.8 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 57.0 ％） （達成度 66.7 ％） Ｂ Ｂ 両方下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 86.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

記帳継続指導

市内個人小規模事業者の自主記
帳能力を養成し、小規模事業者
の経営改善に資することを目指
し、記帳から決算申告に至る一
貫した記帳継続指導を行う。ま
た、電子申告の対応もしてい
く。

・指導事業所数  68事業所
・指導延日数　537日
・指導延回数  783回

小規模事業者

指標

指導事業所数

指標

指導延回数
経理事務の省力化の他、
売上状況や経費等の速や
かな把握により、経営改
善策定や経営の方向性・
営業方針の決定等に有効
であった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標①については
実績を鑑み、目標
を上げる。目標②
については実績を
鑑み、目標を下げ
る。

目標
数値

67
実績
数値

68
目標
数値

835
実績
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

より多くの事業所
の課題を把握し、
解決提案する事業
計画づくりの伴走
型支援に注力して
いく。

〇

目標
数値

1,500
実績
数値

2,640
目標
数値

50
実績
数値

55

783

巡回・窓口相談
指導事業

地域内事業所の大多数を占め、
市内商工業の基盤をなす小規模
事業者の持続的発展に努める。
また、創業・経営革新への積極
的な支援・促進を実施する。こ
のため、窓口での相談指導をは
じめ、多忙な小規模事業者の対
応を高めるべく積極的に巡回相
談指導を行い、7年で地域小規
模事業者を一巡するとともに、
事業所の課題を把握し、解決提
案をする事業計画の作成並びに
補助金等申請・手続きの伴走型
支援を行う。

巡回・窓口指導（非会員）
　実企業数　1,007(68)
　延べ指導件数
2,640(114）
課題解決提案件数55
経営革新承認数　3件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

小規模事業者の体質改善
支援及び各種施策普及を
行う事ができた。また、
課題解決提案を55事業所
に対応し、経営力向上の
支援をした。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

次年度の青年部
は、より多くの研
修会を予定してい
る。より会員の参
加率を高めるとと
もに、資質向上に
努める。

目標
数値

50
実績
数値

43
目標
数値

指標

青年部は、7月富士登山研
修が台風で中止となるも、
議案を練り直し9月に実
施。事前準備の重要さ、自
分と向き合いながらも相手
を思い、挑戦することで、
自己の成長・かけがえのな
い仲間との絆を体験した。
また、女性会は、蔵のまち
夏まつりとひな祭り事業を
通じて地域貢献活動ができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

創業相談対応に関
しては、待ちの姿
勢であることか
ら、更なる広報強
化が必要。起業家
支援セミナーの参
加者に関しては、
人数こそ少ない
が、満足度は高
かった。

〇

目標
数値

100
実績
数値

57
目標
数値

30
実績
数値

起業家支援セミナー
受講者数

支援機関が創業に適う環境
づくりを重視することで、
事業者数の自然減を抑える
とともに地域の活力づくり
に繋げている。創業計画作
成を機とした継続的な伴走
支援を実施することによ
り、創業後の安定的な経営
及び変化に対応できる経営
力の向上に繋がっている。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

20

指標

創業支援

事業者は当地域経済の活力と雇
用の維持の源泉を担っている。
当地域の事業者数を増やすこと
で、地域の振興に資する。
創業希望者及び創業5年以内の
小規模事業者の知識習得、創業
計画策定を支援することで、ス
ムーズな開業へと繋いでいく。

創業支援者数57名
管内創業者数8名
起業家支援セミナー受講者
数20名
ハンズオン支援者数0名
起業家支援セミナー「創業
塾」卒業生起業家の集い参
加者数14名

創業希望者及
び創業後5年以
内の小規模事

業者

指標

創業相談延べ件数

青年部・女性部事
業

青年部は次代を担う青年経済人
として、若手経営者・後継者・
幹部職員等が、人格教養を高
め、経営能力の向上と企業の発
展を図るため、自己研鑽に資す
る研修事業と共に、商工会議所
活動への参画、協力を通じて地
域経済、地域社会の繁栄に貢献
する。また、異業種交流の場と
しての活用で、会員相互の連携
と人脈作りへと繋いでいく。ま
た、女性会は、会員の資質向上
を図るとともに、女性の視点か
ら職業を通し街の活性化に積極
的に取り組む。

◆青年部：研修会3回開催、延
233名。参加率：40.6％
◆女性会：はんだ蔵のまち夏ま
つり13名、ひな祭り事業17名。
参加率45.4％
青年部・女性会平均事業参加率
43％ 小規模事業者

等における若
手経営者（後
継者等）並び
に女性経営者

指標

青年部・女性会研修会
事業参加率

講習会等

市内事業所の大半を占める小規
模事業者が抱える経営上の問題
点を解決するために、経営知識
の普及の方法として集団講習会
を開催し経営の安定を図る。個
別講習会は専門家相談を通じ
て、事業所の課題解決や事業計
画策定・実行支援への助言・指
導を行う。また、あいち産業振
興機構や金融機関等との連携に
より、事業承継を中心に相談者
発掘等行う。

集団指導
9回　受講者116名（全体166
名）

個別指導
69回　受講者数82名（全体
101名） 小規模事業者

指標

集団指導年間受講者数

指標

個別指導年間受講者数

集団指導は、地域中小・小
規模事業者のニーズに応
え、受講者には今後の経営
安定の一助に繋がった。個
別指導は、地域小規模事業
者が抱える問題点を、専門
家を交えた解決策を見出す
ことで、地域振興と事業経
営者の経営安定に資するこ
とができた。

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標①の目標を達
成できるよう、小
規模事業者の参加
者数を増やす対策
を講じていく。

目標
数値

120
実績
数値

116
目標
数値

51
実績
数値

82

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 95.8 ％） （達成度 135.7 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 廃止

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 廃止

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 60.0 ％） （達成度 107.7 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 75.0 ％） （達成度 126.7 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

次年度は、「健
康・美」に着目し
たセミナーを開催
する。30年度11名
の入会があり、受
講者は女性会の会
員を対象とする。

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

より多くの参加店
を募集し、参加者
満足度向上を目指
す。半田市商業施
設助成事業および
知って得するゼミ
ナールとも周知徹
底し、目標数値は
再度同じ設定とす
る。

目標
数値

指標 指標

目標
数値

指標 指標

目標
数値

目標
数値

目標
数値

15
実績
数値

15
目標
数値

事業参加者数

指標

アンケート調査結果回収率

当女性会として組織の強
化、或いは、新たな事業展
開を検討していかなくては
いけない転換点を迎える中
で、この先進地視察は、藤
岡氏からは女性経営者とし
ての底知れないパワーから
企業経営に対する刺激をも
らえた事、また、全女連藤
沢会長からは歴史・伝統の
大切さと忘れてはいけない
きめ細やかな女性としての
所作を改めて認識する機会
となった。

総
合
評
価

Ａ

100
実績
数値

100

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者育成事
業　　（先進地視

察）

事業所を取り巻く経営環境は、
消費者ニーズの多様化、価格競
争の激化、情報化、国際化の進
展等大きく変化している。その
中で、企業内での女性役員の積
極的登用など、女性が活躍する
場面が多く見受けられる。当所
女性会は会員の更なる活躍、次
代を担う若手女性会員の積極的
登用、女性会の会員で良かった
と思ってもらえるような魅力あ
る女性会に向け、全国商工会議
所女性会の先駆けとなった東京
へ赴き、全女連会長より今まで
の女性会の役割はもとより、こ
れからの未来を支える女性会の
役割をどう考えているのかをご
教授いただく機会とする。

9月3日（月）東京商工会議所に
て、「魅力ある女性会に向け先
駆者に聞く」をテーマに、全国
商工会議所女性会連合会 藤沢
薫会長の講演を実施。さらに、
女性起業家大賞受賞先の㈱ＦＵ
ＮＦＡＮ 藤岡康代氏から創業
から現在に至る苦労や仕事の喜
びの話を伺い、商品が販売され
ている百貨店を見学した。

小規模事業者
等における女

性経営者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標①について
は、青年部会員数
から導き出し、自
己研鑽となるべく
研修への参加を促
すと共に、参加者
からは満足感の高
い研修を得られる
よう努める。

目標
数値

95
実績
数値

91
目標
数値

70

指標

アンケート調査結果回収率

公開型研修会として実施し
た為、当所青年部会員のみ
ならず、当所会員、愛知県
商工会議所青年部連合会所
属会員等にも広く周知し、
多くの青年経済人の気質を
高められた。また、「情
報」を得ることの重要性を
再確認でき、今後の経営姿
勢を見直す契機になった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

95

若手後継者育成事
業　（経営意識啓

発セミナー）

中小企業・小規模事業者を取り
巻く経営環境は、消費者ニーズ
の多様化、価格競争の激化、情
報化、国際化の進展等大きく変
化している。
青年経済人として、実践的な研
修を通じて啓発し合い、自己研
鑽を続けることで、自己の成
長、永続的な自社の発展、更に
は地域の発展の一助とするた
め、経営意識啓発セミナーを実
施し、先を見据えた経営意識を
身に付けられるようにする。

講師に、箕輪厚介（幻冬舎）を
招き、1月23日（水）に、アイ
プラザ半田にて開催。
目まぐるしく変わる時代を生き
抜く青年経済人として「武器」
となる情報を今まで以上に率先
して得ていくため、今一度自分
を見つめ直し、即座に決断し行
動へと移すことの重要性を学ん
だ。講演後は、会長とのクロス
トークを実施。

会員事業所の
若手経営者・
後継者・幹部
職員

指標

事業参加者数

要
 5

7

商店街・街づくり
事業（推進室含
む）

市内商店街の衰退が進み、中心
市街地の活気が無くなってい
る。そこで関係団体である商工
会議所、中心市街地3商店街、
市商連、㈱はんだ賑わいビル開
発・㈱トロワ・アバンセの4団
体が中心となり商店街の活性
化・まちづくりと中心市街地の
活性化を推進する。また、地域
住民・商業者・市・会議所が一
体となって、地域コミュニ
ティ、賑わい創出、商機能強化
の各種事業の実施により、交流
機能、買い物機能、情報機能等
の商業機能を強化し、中心市街
地をはじめとする地域の賑わい
創出、まちづくりを支援する。

・半田市商業施設助成事業活用事業
者6事業所　・知って得するゼミ
ナール38講座、来店客数323名
・市商連事業「第3回はんだ商業ま
つり」を開催。参加事業所数46事業
所
・中心市街地商業活性化にぎわい事
業「はんだまちなかフェスティバ
ル」参加事業所数53事業所
・商業振興を図るべく、まちなかプ
レミアムクーポンを実施。参加事業
所数44事業所
・まちづくり推進室　賑わいイベン
ト「半田運河CanalNight」開催2日
間延べ15,000人来場
・まちづくり推進室　賑わいイベン
ト「はんだ駅前フェスティバル」開
催1,000人来場
・地域交流拠点まちづくりステー
ションカガシヤを週2回自由開放、
貸室等を行い地域住民の憩いの場と
して活用した。

中小・小規模
事業者

半田市商業施設助成事業
利用数

知って得するゼミナール
参加店への来店客数

知って得するゼミナール
は、市報に折込することで
高い周知効果を得られてお
り、改めて顧客の立場に
立った自社製品の説明の勉
強に繋がった。半田市商業
施設助成事業では、店舗の
新設並びに改装に役立てる
ことができた。商業活性化
の事業についても個店の来
店客・売上増加に寄与でき
た。まちづくりについて
は、地域交流拠点での継続
的な活動をしてきた他、半
田運河や名鉄知多半田駅前
にて賑わいイベントを実施
し、中心市街地の魅力を創
出できた。

総
合
評
価

10
実績
数値

6 300
実績
数値

323

観光振興・醸すブ
ランド化事業

当地の近代の繁栄を築いてきた産
業のひとつである「醸造業」、お
よび生活に根付く「醸造文化」に
着目した地域活性化の取り組み
「醸-KAMOSU-事業」を生かし、賑
わいの創出、販売拡大に繋げるこ
とで小規模事業者の振興と経営の
安定に寄与。交流人口の増加策を
企画し、継続的な事業を実施す
る。また、地域資源である「半田
運河」への年間を通じた誘客を仕
掛ける半田市の地域振興事業予算
が予定されており、本年秋の愛知
ディスティネーションキャンペー
ンとも踏まえ、半田市観光協会等
の支援機関と協調し、商品開発支
援・販促支援を行い、継続的な仕
組みを構築するとともに小規模事
業者の「稼ぐ力」づくりを行い、
小規模事業者の振興に繋げる。

・商品開発・販売促進セミ
ナー・個別相談会実施（食のビ
ジネスフェア あいち知多半島
メッセ2019内）…参加事業者数
延べ15事業者
・はんだ醸すごはん事業…参加
事業者数延べ57事業者
・知多半島観光圏協議会への参
画

中小・小規模
事業者

商品開発・販売促進セミ
ナー受講者数

事業参加事業者

「食のビジネスフェア あ
いち知多半島メッセ2019」
では、付帯企画として商品
開発・販路拡大をテーマと
したビジネスセミナーを開
催。また出展者を対象とし
た相談会を開催し、事業計
画策定を支援するとともに
気付きと方向性を見い出し
た。地域資源の「醸造」を
活かした食関連事業は、市
民をはじめ、当地を訪れる
観光客への発信となり、、
事業者の意識づくりを図っ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標①は引き続き
セミナー及び相談
会受講者とする。
目標②は引き続き
事業者の意識づく
り、意識向上を図
る取り組みを実施
し、参加事業者数
の更なる向上に努
める。 〇

20
実績
数値

15 45
実績
数値

57

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

平成３０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 102.5 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 135.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 107.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 115.5 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

商談会・ビジネス
マッチング事業

展示会や商談会を開催し、市内
事業者が参加することにより、
事業者の新たな取引先を開拓
し、事業の拡大に繋げることを
目的とする。事業者の取り組み
や新商品等を広く紹介し、ビジ
ネスマッチングの機会を創出す
る。また、金融機関等との連携
を強化し、食のビジネスフェア
あいち知多半島メッセに取り組
む。

◆ｱﾗｲｱﾝｽﾊﾟｰﾄﾅｰ発掘市2018
（6/18～6/22）：参加事業
所5、商談確定件数15
三河、知多地域商談会
参加企業数
発注企業2　受注企業2
ビジネスフェア「あいち知
多半島メッセ」　出展企業
41社（小規模事業者28社）

中小・小規模
事業者

アラパー事業商談確定件数
ビジネスフェア出展事業所

数

目標
数値

指標 指標

目標
数値

商談会に市内事業者が参
加することにより、市外
の新たな取引先を開拓す
ることができ、事業の拡
大に繋げることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

広報強化を行い、
参加企業数、商談
確定件数ともに維
持し、多くの小規
模事業者の経営に
資することを目指
す。 〇

15
実績
数値

15 40
実績
数値

41

部会・委員会事業

最近の企業ニーズに合った事業
企画を実施し、事業所のレベル
アップを図る。
部会・委員会の会議並びに研修
会等を通じて事業所間での異業
種交流も図られ、経営改善事業
との相乗効果が見込まれ、企業
発展に寄与する。

部会：会議27回、事業23回
委員会：会議17回、事業14
回

中小・小規模
事業者

会議・事業実施回数
部会・委員会活動を通じ
て、地域や中小・小規模
事業者の支援になる事業
が実施できた。 総

合
評
価

Ａ

目標
数値

指標 指標

目標
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も、部会・委
員会事業を通じ
て、小規模事業者
の支援に繋げてい
く。

60
実績
数値

81
実績
数値

検定等支援事業

各種検定試験を実施し、地域の
人材育成を支援するほか、地域
社会に貢献する。

検定試験の開催
（①珠算・簿記 ・リテール
マーケティング・PC、　②
カラーコーディネーター・
ビジネス実務法務 ・福祉住
環境コーディネーター ・環
境検定）
検定受験者数:①日商検定
1,373人、②東商検定238人

中小企業従業
員や一般市民

検定受験者数(人)
日商・東商検定を通じ
て、地域の人材育成に繋
げた。

総
合
評
価

Ａ

目標
数値

指標 指標

目標
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様に広報強
化を行い、各事業
所へ情報提供し、
受験者増加を目指
す。

1,600
実績
数値

1,611
実績
数値

福利厚生事業

小規模事業者の健全な経営、雇
用を図るため、各種共済制度を
普及し、福利厚生の充実を図
る。

あおぞら共済加入促進キャ
ンペーン春・秋に実施
共済新規加入者数:161人

中小・小規模
事業者

あおぞら共済新規加入者数
春と秋のあおぞら共済加
入促進キャンペーンを通
じて、従業員の福利厚生
制度の提案ができ、共済
新規加入161人に繋がる
事ができた。

総
合
評
価

Ａ

目標
数値

指標 指標

目標
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

より多くの事業所
へあおぞら共済の
加入をすすめる。

150
実績
数値

161
実績
数値

調査・広報事業

内部環境・外部環境の様々な変
化が経営に及ぼす影響は大き
く、規模の大小を問わず事業者
は常にその動向を探り、適応し
ていかなくてはならない。取り
まとめた地域の動向・情報を円
滑に提供することにより、経営
に資していただく。広報では、
会報誌『カイギショゲッポ
ウ』、メールマガジン等を通じ
て各種情報の発信を行うこと
で、事業者の経営の方向性を決
定する一助を担う。

◆景気動向実態調査先80事
業所に、4半期に一度実施。
◆ホームページ年間アクセ
ス数86,662件

中小・小規模
事業者

景気動向実態調査
調査先事業所数

ホームページ
年間アクセス件数

景気動向実態調査を調査
先80件に4回行い、取り
纏めた情報を次調査時に
提供できた。ホームペー
ジに関しては、ゲッポウ
との連動により、施策や
事業を広報することで、
市内事業者が情報収集す
ることができ、経営の一
助となった。

総
合
評
価

Ａ

目標
数値

指標 指標

目標
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

本年同様に広報強
化を行い、各事業
所への施策普及
や、セミナー案内
等を行い、小規模
事業者の経済的発
展の支えに寄与す
る。 〇

80
実績
数値

80 75,000
実績
数値

86,662

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


